
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト ～いつでも どこでも 誰でもが学べる場へ～ 
他教科のレポートも掲載中！ 
ＨＰをご参照ください。 
発行:令和３年 12月 東部教育事務所 

第３学年「□を使った式」 第４学年「変わり方調べ」 
 

 

授業づくり講座（算数・複式）in東洋町立甲浦
かんのうら

小学校 

 
 

 

 

■今日の講座から気付いたことや学んだこと、今後、自らの実践に生かしていきたいこと 

・複式の在り方について、固定概念に縛られず最もよい在り方について追求していくことの大切さを 

学ぶことができた。 

・教科書の年間計画通りの授業しかできていないので、来年度は複式で学ぶよさが実感 

できるような年間計画を作成し実践したい。 

・同教材を扱ったり「学びの共有の時間」を設定したりすることで、下学年は先を見通し、 

上学年は 学び直しをすることができることが分かったので、取り入れてみたい。 

   

 

参加者より 

教材研究会   ８月24日 オンライン開催 
授業研究会 11月 30日 

（単元ゴールの姿） 
第３学年･･･未知の数量を□として式に表し、□に当てはまる数の求め方を調べることが

できる。 
          式と図を関連付けて、式を読むことができる。 
第４学年・・・伴って変わる二つの数量の関係を見いだして表に整理し、変化や対応の特 

徴を式に表し、考察することができる。 

 

●第３学年の□＝未知数の学習をふまえたうえで、第４学年では□＝変数になるという見方・考え方ができるような単元構成（本時）にするとよい。 

 （＊教材研究会の指導案では、教科書通りの単元計画になっており、□を用いるということは共通していたが、その他は各々の学年で学ぶようなイメージがあった。） 

●第３学年は未知数があっても□を用いると文脈通りに式に表すことができるためには、まず問題文から場面をイメージし、式が浮かぶことが重要ではないか。第４学

年は表から差一定の特徴を見いだし（□＋２＝○）たら、「＋２」（変わらないもの）は何かを図等を用いて説明することが大切ではないか。 

○領域をこえて（第３学年は A数と計算、第４学年は A数と計算・C変化と関係）、異学年の学びを組み合わせることは、複式学級での学びの価値を実感できる。 

 

・３年生は記号（□）が１つで未知数が入る。４年生は記号（□、△）が２つで変数が入る。それぞれの学年で表す式の場面はどこが違うのかに子供が気付くことが大 

切である。 

・複式授業で先生方は、「いかに上手くわたりを行いながら授業を行っていくか」ということに力を注いでいるが、３年生と４年生のつながりを確認し、わたりのない 

（わたりの少ない）授業展開の可能性を探ることが大切である。 

・複式のよさを生かす学びのプロセスを考えるのであれば、同じ素材（今回であれば、正方形）での授業展開を考える必要がある。そうすることにより、３年生はこの先

の学びにどのようなことがあるのか、４年生にとっては、今までどのようなことを学んできたのかが分かる。そこに、複式で学ぶよさや価値があるのではないか。 

 

講師：島根県立大学 齊藤 一弥 教授の指導・助言 
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第３学年板書 複式のよさを生かした授業づくり 

・今回の授業では、終末に「学びの共有」の時間を設定し 
た。３年生から、「４年生は記号が 2つになっている。僕たち 
は□の数が決まっているけど、４年生はどんな数字でもい 
い。」と、先を見通した発言があり、４年生は、３年生の発 
言を聞いて「同じ□でも意味が違う。」と学びを振り返るこ 
とができていた。 

 

第４学年板書 

 

同じ素材で授業を行うのであれば、導入は同時に行

い丁寧に図形を観察させること 

（３年生 ＊４年生は学びを振り返る） 

 

 
T：正方形はどんな形ですか。  
C:全ての辺の長さが等しい四角形です。 
T:一辺の長さが１㎝のときの周りの長さは何㎝ですか。 
C:４㎝です。 
T:一辺の長さが分かれば周りの長さが分かるということ
ですか。 

C:正方形は全ての辺の長さが等しいから・・・ 
T：じゃあその逆で、例えば、周りの長さが２０ｃｍの時の
一辺の長さは分かりますか。 
→このように３年生の学習であっても導入は一緒に行っ 
ていく。 

 
 
 
T：正方形の大きさがどんどん大きくなっても、一辺の長 
さと周りの長さの関係が分かりますか？ 

C:表にあらわすと分かると思います。 
T:では、表から関係性を見付けてみよう。 
→入り口は同時直接指導で行い、そこから各学年の展 
開にするとよい。 
 

 
 

（４年生） → → 

複式のコンセプト 
☆ 見方・考え方を軸にした単元づくり～学習指導要領の趣旨理解～ 
☆ 授業力の向上～教材分析と授業省察～ 

複式のコンセプト 
☆ 参加者の主体的・対話的で深い学びにつながる講座の充実 

齊藤 一弥 教授 

 

同じ素材で授業を行う事で、３年
生は上学年の学びを知り、４年生
は学び直しができるというよさが
あることを実感することができまし
た。これからも、一緒に学び合える
単元構成を考えて取り組んでいき
たいと思います。 


